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EMI測定アプリケーション

コンプライアンステストで不合格になる
と、開発の遅延を招き、多くのコストが
必要になります。これを回避するために、
キーサイトのXシリーズ シグナル・アナ
ライザのEMI測定アプリケーションを使用
して、デザインのプリコンプライアンス
測定／診断評価を行うことができます。
N9030A PXA/N9020A MXA/N9010A 

EXAのN6141A測定アプリケーション、ま
たはN9000A CXAのW6141A 測定アプリ
ケーションを使用すれば、テスト・チャ
ンバに入る前に問題を検出して解決する
ことができ、低価格のプリコンプライア
ンス・テスト・ソリューションを構築で
きます。

アプリケーションのさまざまな機能によ
り、以下が可能です。

 – スキャンテーブルによる周波数レン
ジ、利得、帯域幅、持続時間の設定

 – 周波数レンジのスキャンとログフォー
マットまたはリニアフォーマットでの
表示

 – 周波数スキャンでの疑わしい信号の
特定 

 – 疑わしい信号のピーク値、準尖頭値、
EMI平均値、RMS平均値を測定し、
結果を信号リストに格納

 – 規制機関の規制値に適合しない信号
を簡単に識別可能

 

Keysight Xシリーズ アナライザには、25種
類を超える測定アプリケーションがあり、
EMI測定アプリケーションはその1つで
す。Xシリーズは、測定器／測定機能／ソ
フトウェアを含めた革新的な信号解析ソ
リューションです。Xシリーズ アナライ
ザは、アップグレード可能なCPU、メモリ、
ディスクドライブ、I/Oポートにより、テ
スト資産を最新の状態に保つことができ、
長期間にわたる使用が可能です。実証済
みのアルゴリズム、100 %のコード互換
性、Xシリーズに共通のユーザーインタ
フェースにより、信号解析のための一貫
した測定フレームワークが実現し、結果
の再現性と測定の品質が保証され、開発
したテスト・システム・ソフトウェアを
製品開発のすべての段階で共有できます。

また、複数のXシリーズ シグナル・アナ
ライザの間でアプリケーションを移動す
ることにより、テスト資産をさらに有効
活用できます。 

主な特長

 – 商用規格とMIL-STD規格に準拠した
帯域幅、ディテクター、バンドプリ
セット機能を内蔵し、エミッション
の測定が可能

 – 測定したエミッションを規制値と比
較可能

 – ピーク検出された信号をアナログ
メータで連続的にモニタして最大振
幅を検出

 – 疑わしいエミッションのリストを収
集可能

 – 5つの検波モードを内蔵。さらに最大
3つの異なる検波機で同時検波が可能

 – 信号の時間変化をモニタして間欠的
な応答を特定可能

 – HTMLフォーマットのレポートの作
成（信号リスト、イメージ、トレース、
補正データを含む）

EMI測定アプリケーションと 
オプションEMIの比較

Xシリーズ シグナル・アナライザのEMIオ
プションは2種類（オプションEMCとN/

W6141A測定アプリケーション）ありま
す。オプションEMCでは、基本的なEMC

測定を行うことができます。オプション
EMCには、CISPR 16-1-1準拠の帯域幅と
ディテクター（ピーク、準尖頭値、EMI平均、
RMS平均）と、CISPRバンドプリセット（バ
ンドA～ E）、およびMIL-STD 461D/E/F

の要件を満たすMIL-STD帯域幅が用意さ
れています。

EMI測定アプリケーションにはオプション
EMCが含まれています。また、さまざま
な追加機能を備え、民生用とMIL-STDの
両方の要件に基づいたプリコンプライア
ンス伝導性／放射性エミッションテスト
が行えます。以下の表は、機能をまとめ
て比較したものです。

表1.　EMI測定アプリケーションとオプションEMCの機能比較

特長 EMI測定 
アプリケーション オプションEMC

CISPR 16-1-1ディテクター ● ●

CISPR 16-1-1帯域幅 ● ●

MIL-STD 461帯域幅 ● ●

ログ／リニア表示 ●

信号リスト ●

スキャンテーブル ●

同時ディテクター ●

自動リミットテスト ●

マーカ測定機能 ● ●

リミットとの差 ●

ストリップチャート ●

ステップ／掃引スキャン ●

レポート作成機能 ●

タイム・ドメイン・スキャン1 ●

スペクトラムモニタ1 ●

振幅確率分布（APD）1 ●

妨害波アナライザ（クリック測定） ●

MXEレシーバとのUIの共通性 ●

1. オプションDP2またはB40が必要です。CXAでは使用できません。



03

EMIプリコンプライアンス測定

過去20年の間に、プリコンプライアンス
エミッション測定は一般的になってきま
した。プリコンプライアンス放射性／伝
導性エミッション測定をデザインサイク
ルの早い段階で実行することにより、新
しいデザインが正式な施設での最終的な
コンプライアンステストに1回で合格する
ので、開発コストを削減し、市場投入ま
での時間を短縮できます。 

規制機関の制限に準拠したプリコンプラ
イアンス測定の詳細な手順については、
『伝導性／放射性エミッションの測定』
Application Note（カタログ番号5990-

6152JAJP）を参照してください。

伝導性エミッション測定

EMI測定アプリケーションを使用すれば、
電源ラインに沿って伝導するエミッショ
ンを測定できます。電源ラインのエミッ
ションをシグナル・アナライザに結合す
るために使用するトランスデューサは、
LISN（電源インピーダンス安定化回路）で
す。伝導性エミッションの周波数レンジ
は、規制機関によって異なり、9 kHz～
30 MHzの範囲です。

放射性エミッション測定

プリコンプライアンス放射性エミッショ
ン測定は、伝導性エミッション測定ほど
簡単ではありません。商用規格に準拠し
た測定では、アンテナは被試験デバイス
（DUT）から3～10 mの距離に配置します。
また、DUTを回転させることにより、最
大放射を見つける必要があります。EMI測
定アプリケーションを追加することによ
り、Xシリーズ シグナル・アナライザは
高性能のEMIプリコンプライアンス測定ア
ナライザになります。最新のCISPR 16-

1-1またはMIL-STD要件に基づいてデザイ
ンを測定できます。信頼性の高い信号リ
スト機能により、DUTと周囲信号環境を
すばやく区別できます。

規制適合

Xシリーズ シグナル・アナライザとEMI測
定アプリケーションの組み合わせは、す
べてのEMC国際規格に準拠したプリコン
プライアンス測定に使用できます。アプ
リケーションに最適な性能レベルと周波
数レンジを選択するだけです。
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許容範囲外のデバイスエミッショ
ンを簡単に特定可能

信号リスト、周波数スキャン、アクティブ・
ディテクター・メータが1つの画面に表示
されるので、測定結果を簡単に確認でき
ます。指定した周波数レンジを連続的に
スキャンしたり、マージンまたはリミッ
トを超える信号をスキャンして検索し、
信号リストに表示できます。同時ディテ
クターメータを使用して、選択した信号
を、振幅を最大化しながら連続的に測定
できます。検索／測定機能により、最大3

個のディテクターを使用してすべての信
号を測定できます。ピーク、準尖頭値、
EMI平均、RMS平均ディテクターを選択
できます。測定結果は、リミットとの差
を示す列で規制機関のリミットと比較で
きます。

スキャンテーブルによる 
周波数レンジの設定

EMI測定アプリケーションには、最大10個
のレンジを持つスキャンテーブルがあり、
目的の周波数レンジに合わせて設定でき
ます。スキャンテーブルでは、分解能帯
域幅、ステップサイズ、RBWあたりのポ
イント数、減衰、プリアンプの選択も可
能です。CISPRバンドプリセットを使用
して、スキャンテーブルにレンジを簡単
に設定できます。

図1.　周波数スキャン

図2.　伝導性エミッション（リミットとの差も表示）

図3.　スキャンテーブル
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周波数スキャンリスト内の 
信号のチューン・アンド・リスン

オープン・テスト・サイトでのテストでは、
周囲環境からの信号に対する対策が必要
です。DUT信号と周囲環境からの信号を
区別するために、チューン・アンド・リ
スン機能を使用して、AM、FM、位相変
調を復調できます。 

ストリップチャートによる 
信号の時間変化のモニター

ストリップチャートを使えば、信号を長
時間にわたってモニタすることにより、
間隔の広い不連続信号を特定できます。
また、リミットラインを画面上に配置し
て、規制機関の要件と比較できます。

テスト結果のレポートの作成

テスト／製品の概要に加えて、画面イメー
ジ、信号リスト、補正係数、トレースデー
タ、リミットラインを含むHTMLフォー
マットのレポートを作成できます。

図5.　ストリップチャート

図6.　レポート作成機能 

図4.　放射スキャンとメータ
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タイム・ドメイン・スキャンに 
よる高速化

EMI測定アプリケーションでは、掃引、ス
テップ、タイムドメインの3種類の周波数
スキャン方法が用意されています。1 タイ
ム・ドメイン・スキャンでは、より長い
測定持続時間が必要な場合、プリスキャ
ン全体の収集時間を短縮することにより、
テスト時間全体を短縮できます。

タイム・ドメイン・スキャンでは、大き
なオーバーラップで高速フーリエ変換
（FFT）を行い、測定を高速化します。この
FFTでは、複数の分解能帯域幅で構成され
る収集帯域幅でエミッションデータを同
時に収集できます。この点で分解能帯域
幅ごとにデータを収集する周波数ドメイ
ン測定とは大きく異なっています。

タイム・ドメイン・テストでは、疑わし
い信号のリストをすばやく作成できるの
で、テスト時間全体の大幅な短縮とスルー
プットの大幅な向上が実現できます。

クリック測定の自動化

内蔵の妨害波アナライザを使用すれば、
不連続の妨害波を簡単に発生させたり、
CISPR 14-1に規定されているプリコンプ
ライアンス測定をクリックして実行でき
ます。これらのエミッションのデータ収
集、解析、レポート作成を簡素化／自動
化することにより、テスト効率が向上し
ます。

図7.　分解能帯域幅とFFT帯域幅の比較

周波数

振
幅

FFTデータ収集帯域幅

振
幅

周波数

レシーバの分解能帯域幅

掃引／ステップ周波数ドメイン・スキャン タイム・ドメイン・スキャン

各分解能帯域幅の持続時間 各FFT帯域幅の持続時間
（複数の分解能帯域幅）

図8.　データ収集、解析、レポート作成を簡素化／自動化し、クリックするだけで測定できます

1. オプションDP2またはB40が必要です。CXAでは使用できません。
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APD測定にも対応可能

EMI測定アプリケーションは、電子レンジ
のエミッションテスト用としてCISPRが
検討中の振幅確率分布（APD）関数にも対
応しており、将来のニーズにも対応でき
ます。1

ゆっくり変化するエミッションの特性を
評価するために、APD関数により、エミッ
ションが所定のレベルに達する、または
所定のレベルを超える確率が表示されま
す。この新しい関数を活用するために、
EMI測定アプリケーションには専用のリ
ミット・ライン・タイプがあり、内蔵の
評価機能と組み合わせて用いることによ
り、DUTを簡単にテストできます。

スペクトラムモニタによる 
最大値の検出

疑わしい信号リストの中の最大エミッ
ションの周波数を確実に識別するために、
EMI測定アプリケーションにはスペクトラ
ムモニタと呼ばれる新しい機能がありま
す。1 この機能には、ライブスペクトラム
表示とメータ表示があり、エミッション
レベルを簡単に確認できます。また、中
心周波数を調整しながら、最大値を検出
することもできます。スペクトラムモニ
タにより、最終測定用の信号リストの作
成に要する時間が短縮され、測定時間全
体を短縮できます。

図9.　スペクトラムモニタにより、ピークエミッションの周波数を識別できます 

図10.　APD関数により、将来のアプリケーションに対応できます

1. オプションDP2またはB40が必要です。CXAでは使用できません。
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図12.　トレースズーム

図11.　スペクトログラム

図13.　ゾーンスパン

Xシリーズ シグナル・
アナライザ用 
エンハンスド表示 
パッケージ

オプションEDPは、Xシリーズ シグ
ナル・アナライザで使用できる3つの
診断ツールを追加します。スペクト
ログラムを使用して、時間軸上で信
号トレースを表示し、間欠的な信号
を特定できます。ディスプレイの色
を変更して、背景と間欠的な信号の
コントラストを高めることができま
す。トレースズームおよびゾーンス
パンにより、広い測定スパン内にあ
る信号を詳細に表示できます。

完全なテストシステム
の構築

キーサイトの認定ソリューション
パートナーは、商用仕様およびMIL-

STD仕様に準拠した完全なEMIプリ
コンプライアンス測定ソリューショ
ンを販売しています。
プローブ、タワー、アンテナなどの
機器、トレーニングやサポートなど
のサービスも提供しています。また、
テストをさらに容易にするために、
特定のニーズに対応する自動化ソフ
トウェアも提供しています。
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ソフトウェアライセンスと構成

2種類のライセンスタイプがあります。
 – 固定永久ライセンス：最初にインス
トールしたXシリーズ シグナル・ア
ナライザ上でアプリケーションを実
行できます。

 – トランスポータブル永久ライセンス：
最初にインストールしたXシリーズ 

シグナル・アナライザ上でアプリケー
ションを実行できるだけでなく、ア
プリケーションを別のXシリーズ シ
グ ナ ル・ ア ナ ラ イ ザ（PXA/MXA/

EXA）に移動したり、CXAシグナル・
アナライザ間で移動することができ
ます。

オーダ情報

N6141A EMI測定アプリケーション

モデル－オプション 概要 注記

N6141A-2FP 固定永久ライセンス N9010A EXA、N9020A MXA、 
N9030A PXAシグナル・アナライザ用

N6141A-2TP トランスポータブル永久ライセンス N9010A EXA、N9020A MXA、 
N9030A PXAシグナル・アナライザ用

W6141A CXA用EMI測定アプリケーション

モデル－オプション 概要 注記

W6141A-2FP 固定永久ライセンス N9000A CXAシグナル・アナライザ用

W6141A-2TP トランスポータブル永久ライセンス N9000A CXAシグナル・アナライザ用

購入前に試用できます

お持ちのXシリーズ アナライザで、フル機能のXシリーズ 測定アプリケーション
を30日間無料で試用できます。試用ライセンスは以下のサイトからオンラインで
すぐに入手できます。

www.keysight.co.jp/find/X-Series_trial 

アップグレードが可能

購入した後に 

オプションを 

追加できます。 

Xシリーズのほとんどのオプションは、
ライセンスキーによるアップグレード
が可能です。

アップ
グレード



10

ハードウェア構成

N9030A PXAシグナル・アナライザ

モデル－オプション 概要 注記

N9030A-503、-508、-513、-526、 
-543、-544、-550

3.6、8.4、13.6、26.5、42.98、44、50 GHzの周波数レンジ 1つ必須

N9030A-P03、-P08、-P13、-P26、
-P43、-P44、-P50

プリアンプ、3.6、8.4、13.6、26.5、42.98、44、50 GHz 1つ推奨

N9030A-EDP スペクトラム・アナライザ・モード用エンハンスド表示パッケージ 推奨

N9030A-B40 40 MHzの解析帯域幅 推奨

N9030A-DP2 デジタルプロセッサ（2 GBのキャプチャメモリを搭載） 推奨

N9020A MXAシグナル・アナライザ

モデル－オプション 概要 注記

N9020A-503、-508、-513、-526 3.6、8.4、13.6、26.5 GHzの周波数レンジ 1つ必須

N9020A-P03、-P08、-P13、-P26 プリアンプ、3.6、8.4、13.6、26.5 GHz 1つ推奨

N9020A-EDP スペクトラム・アナライザ・モード用エンハンスド表示パッケージ 推奨

N9020A-B40  40 MHzの解析帯域幅 推奨

N9020A-DP2 デジタルプロセッサ（2 GBのキャプチャメモリを搭載） 推奨

N9010A EXAシグナル・アナライザ

モデル－オプション 概要 注記

N9010A-503、-507、-513、-526 3.6、7.0、13.6、26.5 GHz周波数レンジ 1つ必須

N9010A-P03、-P07 プリアンプ、3.6 GHzまたは7.0 GHz 推奨

N9010A-EDP スペクトラム・アナライザ・モード用エンハンスド表示パッケージ 推奨

N9010A-B40 40 MHzの解析帯域幅 推奨

N9010A-DP2 デジタルプロセッサ（2 GBのキャプチャメモリを搭載） 推奨

N9000A CXAシグナル・アナライザ

モデル－オプション 概要 注記

N9000A-503、-507、-513、-526 3.0、7.5、13.6、26.5 GHzの周波数レンジ 1つ必須

N9000A-P03、-P07、-P13、-P26 プリアンプ、3.0、7.5、13.6、26.5 GHz 1つ推奨

N9000A-EDP スペクトラム・アナライザ・モード用エンハンスド表示パッケージ 推奨
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